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推進標語
「道路ふれあい月間」

『 

ゆ
ず
り
あ
い

日
本
の
美 

』

道
路
で
示
す

３ 1２
625

　

は
じ
め
に
主
催
団
体
挨
拶
と

し
て
、
古
賀
誠
全
国
道
路
利
用

者
会
議
会
長
が
挨
拶
を
行
い
、

続
い
て
、
斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通

大
臣
、
中
根
一
幸
衆
議
院
国
土

交
通
委
員
長
、
斎
藤
嘉
隆
参
議

院
国
土
交
通
委
員
長
が
挨
拶
を

行
っ
た
。

　

意
見
発
表
で
は
、
村
井
嘉
浩

全
国
高
速
道
路
建
設
協
議
会
会

長
（
宮
城
県
知
事
）
と
藤
田
明

美
新
潟
県
加
茂
市
長
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
意
見
を
述
べ

た
。
ま
た
、
会
場
と
の
意
見
交

換
で
は
、
齊
藤
栄
静
岡
県
熱
海

市
長
、
中
山
泰
京
都
府
京
丹
後

市
長
か
ら
発
言
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
意
見
発
表
等
の
内

容
を
踏
ま
え
た
大
会
決
議
案
を

田
上
富
久
全
国
街
路
事
業
促
進

協
議
会
代
表
（
長
崎
県
長
崎
市

長
）
が
朗
読
し
、
全
員
一
致
で

採
択
さ
れ
た
。

　

最
後
に
広
瀬
栄
道
路
整
備
促

進
期
成
同
盟
会
全
国
協
議
会
会

長
（
兵
庫
県
養
父
市
長
）
の
閉

会
の
辞
で
大
会
を
終
了
し
た
。

　

大
会
終
了
後
、
都
道
府
県
毎

に
国
会
議
員
に
要
望
活
動
を
行

っ
た
。
ま
た
、
特
別
要
望
活
動

と
し
て
、
鈴
木
俊
一
財
務
大

臣
、
斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
大
臣

な
ど
に
、
道
路
整
備
の
促
進
な

ど
を
求
め
る
要
望
を
行
っ
た
。

〈
関
連
記
事
２
・
３
面
〉

　

こ
の
広
い
ホ
ー
ル
が
溢
れ
ん

ば
か
り
の
皆
様
に
ご
参
集
い
た

だ
き
ま
し
て
、
今
年
も
４
団
体

に
お
け
ま
す
素
晴
ら
し
い
大
会

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
本
日
お
集
ま
り
い
た
だ
い

て
い
る
皆
様
に
は
４
団
体
そ
れ

ぞ
れ
の
会
員
と
し
て
、
道
路
整

備
の
促
進
は
も
と
よ
り
で
あ
り

ま
す
が
、
道
路
の
抱
え
る
様
々

な
難
し
い
問
題
に
積
極
的
に
ご

支
援
を
い
た
だ
き
、
そ
し
て
、

ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ

と
に
、
ま
ず
最
初
に
、
こ
の
席

を
お
借
り
い
た
し
ま
し
て
、
心

か
ら
敬
意
と
そ
し
て
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
は
、
斉
藤
国
土
交
通
大

臣
を
は
じ
め
、
副
大
臣
、
政
務

官
に
も
ご
出
席
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
、
衆
参
の
国
土
交
通

委
員
長
に
も
ご
出
席
を
賜
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
衆
議
院
と

参
議
院
の
先
生
方
に
も
大
勢
ご

出
席
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
に
も
お
礼
を
申
し
上
げ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。

　

道
は
命
、
道
は
国
の
力
、
そ

う
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
道
路

は
、
国
民
生
活
の
安
全
と
安
心

の
実
現
は
も
と
よ
り
で
あ
り
ま

す
け
れ
ど
も
、
社
会
経
済
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
の
豊
か
さ
を
実

現
す
る
た
め
に
、
道
路
は
最
も

根
幹
的
社
会
資
本
だ
と
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
本
日
、
道
路
を

取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
の
中
で

皆
様
方
の
ご
協
力
・
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
そ
れ
で
も

１
歩
ず
つ
前
進
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
て
お
り
ま
す
。

　

ご
案
内
の
通
り
、
本

年
度
を
初
年
度
と
す

る
、
防
災
・
減
災
、
国

土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加

速
化
対
策
も
お
蔭
様
で
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
に
ス
ロ

ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
各
事
業
項
目
の

全
て
が
、
生
き
と
し
生
け
る
我

々
が
責
任
を
も
っ
て
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
問
題
ば

か
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
社
会
資

本
は
生
き
と
し
生
け
る
我
々
の

時
代
の
問
題
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
大
事
な
の
は
、
次
の
世

代
の
人
達
に
残
す
、
そ
う
い
う

情
熱
と
責
任
と
使
命
を
果
た
す

と
い
う
の
が
、
私
は
こ
の
４
団

体
の
責
務
だ
ろ
う
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
実

り
あ
る
大
会
と
し
て
、
明
日
に

向
か
っ
て
第
一
歩
を
踏
み
出
さ

ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

と
り
わ
け
喫
緊
の
課
題
は
、
来

年
の
予
算
編
成
に
向
か
っ
て
、

皆
様
方
の
要
望
活
動
を
情
熱
を

も
っ
て
力
強
く
進
め
て
い
た
だ

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
を
迎

え
て
い
る
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
し
た
が
、
会

員
の
皆
様
方
の
予
算
編
成
に
向

け
て
の
要
望
活
動
の
成
果
を
念

じ
、
感
染
者
は
急
激
に
減
っ

た
と
は
言
え
、
ま
だ
ま
だ
予

断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ
り
ま

す
が
、
コ
ロ
ナ
の
１
日
も
早
い

終
息
を
皆
様
と
一
緒
に
念
じ
つ

つ
、
今
大
会
の
成
功
を
祈
念

し
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

【
衆
議
院
国
土
交
通
委
員
会
】

中
根
一
幸
委
員
長

【
参
議
院
国
土
交
通
委
員
会
】

斎
藤
嘉
隆
委
員
長

【
国
土
交
通
省
】

斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
大
臣
、
渡

辺
猛
之
国
土
交
通
副
大
臣
、
中

山
展
宏
国
土
交
通
副
大
臣
、
加

藤
鮎
子
国
土
交
通
大
臣
政
務

官
、
泉
田
裕
彦
国
土
交
通
大
臣

政
務
官
、
木
村
次
郎
国
土
交
通

大
臣
政
務
官

【
国
会
議
員
・
本
人
】

《
衆
議
院
議
員
》

東
国
幹
、
石
原
正
敬
、
伊
藤
信

太
郎
、
伊
藤
忠
彦
、
伊
東
良

孝
、
稲
田
朋
美
、
井
野
俊
郎
、

井
原
巧
、
今
枝
宗
一
郎
、
岩
田

和
親
、
上
野
賢
一
郎
、
江
渡
聡

徳
、
衛
藤
征
士
郎
、
江
藤
拓
、

遠
藤
良
太
、
大
口
善
德
、
奥
下

剛
光
、
尾
﨑
正
直
、
小
里
泰

弘
、
小
田
原
潔
、
河
西
宏
一
、

梶
山
弘
志
、
勝
俣
孝
明
、
金
子

恵
美
、
亀
岡
偉
民
、
北
村
誠

吾
、
工
藤
彰
三
、
國
定
勇
人
、

小
島
敏
文
、
小
寺
裕
雄
、
近
藤

和
也
、
坂
本
哲
志
、
櫻
田
義

孝
、
新
谷
正
義
、
鈴
木
英
敬
、

鈴
木
貴
子
、
髙
鳥
修
一
、
武
村

展
英
、
田
所
嘉
德
、
田
中
英

之
、
棚
橋
泰
文
、
谷
公
一
、
中

谷
元
、
中
村
裕
之
、
西
田
昭

二
、
西
村
明
宏
、
西
村
康
稔
、

根
本
幸
典
、
長
谷
川
淳
二
、
葉

梨
康
弘
、
平
沼
正
二
郎
、
深
澤

陽
一
、
藤
丸
敏
、
古
川
元
久
、

細
田
健
一
、
堀
井
学
、
本
田
太

郎
、
松
原
仁
、
松
本
剛
明
、
三

ツ
林
裕
巳
、
宮
澤
博
行
、
宮
下

一
郎
、
盛
山
正
仁
、
保
岡
宏

武
、
簗
和
生
、
山
口
晋
、
山
崎

正
恭
、
山
本
有
二
、
吉
田
豊

史
、
若
林
健
太

《
参
議
院
議
員
》

足
立
敏
之
、
石
井
苗
子
、
猪
口

邦
子
、
岩
本
剛
人
、
小
野
田
紀

美
、
加
田
裕
之
、
北
村
経
夫
、

古
賀
友
一
郎
、
佐
藤
啓
、
佐
藤

信
秋
、
鈴
木
宗
男
、
田
名
部
匡

代
、
高
橋
克
法
、
高
橋
は
る

み
、
羽
田
次
郎
、
馬
場
成
志
、

平
木
大
作
、
藤
川
政
人
、
藤
木

眞
也
、
堀
井
巌
、
松
下
新
平
、

松
山
政
司
、
森
ま
さ
こ
、
山
下

雄
平
、
山
本
順
三
、
横
山
信

一
、
吉
田
忠
智

【
高
速
道
路
会
社
】

小
畠
徹
東
日
本
高
速
道
路

（
株
）
代
表
取
締
役
社
長
、

宮
池
克
人
中
日
本
高
速
道
路

（
株
）
代
表
取
締
役
社
長
、
前

田
信
弘
首
都
高
速
道
路
（
株
）

代
表
取
締
役
社
長
、
吉
田
光
市

阪
神
高
速
道
路
（
株
）
代
表
取

締
役
社
長
、
酒
井
孝
志
本
州
四

国
連
絡
高
速
道
路
（
株
）
代
表

取
締
役
社
長

【
国
会
議
員
・
代
理
】

《
衆
議
院
議
員
》

赤
澤
亮
正
、
浅
野
哲
、
麻
生
太

郎
、
あ
べ
俊
子
、
阿
部
弘
樹
、

池
田
佳
隆
、
伊
佐
進
一
、
石
井

啓
一
、
石
井
拓
、
石
川
昭
政
、

石
田
真
敏
、
石
破
茂
、
市
村
浩

一
郎
、
伊
藤
渉
、
井
上
貴
博
、

岩
屋
毅
、
江
﨑
鐵
磨
、
岡
本
あ

き
子
、
奥
野
信
亮
、
奥
野
総
一

郎
、
小
野
泰
輔
、
小
渕
優
子
、

金
子
恭
之
、
金
田
勝
年
、
神
谷

裕
、
岸
信
夫
、
北
神
圭
朗
、
國

場
幸
之
助
、
輿
水
恵
一
、
笹
川

博
義
、
佐
藤
公
治
、
階
猛
、
柴

山
昌
彦
、
下
条
み
つ
、
鈴
木
俊

一
、
住
吉
寛
紀
、
高
市
早
苗
、

高
木
宏
壽
、
髙
橋
英
明
、
高
見

康
裕
、
武
井
俊
輔
、
武
田
良

太
、
橘
慶
一
郎
、
津
島
淳
、
土

屋
品
子
、
土
井
亨
、
渡
海
紀
三

朗
、
冨
樫
博
之
、
永
岡
桂
子
、

中
曽
根
康
隆
、
中
谷
真
一
、
中

司
宏
、
中
野
英
幸
、
仁
木
博

文
、
西
岡
秀
子
、
丹
羽
秀
樹
、

野
田
聖
子
、
野
間
健
、
橋
本

岳
、
平
口
洋
、
福
田
達
夫
、
船

田
元
、
古
川
康
、
古
川
禎
久
、

本
庄
知
史
、
岬
麻
紀
、
御
法
川

信
英
、
武
藤
容
治
、
茂
木
敏

充
、
森
英
介
、
八
木
哲
也
、
谷

田
川
元
、
山
口
壯
、
山
下
貴

司
、
山
田
賢
司
、
山
本
剛
正
、

山
本
左
近
、
吉
田
と
も
代
、
吉

野
正
芳
、
米
山
隆
一
、
鷲
尾
英

一
郎
、
渡
辺
創
、
鰐
淵
洋
子

《
参
議
院
議
員
》

朝
日
健
太
郎
、
伊
藤
孝
江
、
石

井
準
一
、
石
井
浩
郎
、
磯
﨑
仁

彦
、
上
野
通
子
、
尾
辻
秀
久
、

大
家
敏
志
、
大
野
泰
正
、
嘉
田

由
紀
子
、
熊
谷
裕
人
、
熊
野
正

士
、
小
西
洋
之
、
古
賀
之
士
、

酒
井
庸
行
、
里
見
隆
治
、
清
水

真
人
、
自
見
は
な
こ
、
塩
田
博

昭
、
柴
田
巧
、
関
口
昌
一
、
滝

沢
求
、
滝
波
宏
文
、
豊
田
俊

郎
、
中
西
哲
、
長
峯
誠
、
西
田

実
仁
、
野
上
浩
太
郎
、
野
村
哲

郎
、
芳
賀
道
也
、
長
谷
川
岳
、

平
山
佐
知
子
、
古
川
俊
治
、
舞

立
昇
治
、
牧
野
た
か
お
、
増
子

輝
彦
、
松
村
祥
史
、
三
浦
靖
、

水
落
敏
栄
、
宮
本
周
司
、
室
井

邦
彦
、
山
田
修
路
、
吉
川
ゆ
う

み【
祝
電
】

《
衆
議
院
議
員
》

青
山
大
人
、
尾
身
朝
子
、
門
山

宏
哲
、
城
井
崇
、
重
徳
和
彦
、

鈴
木
敦
、
鈴
木
義
弘
、
中
川
宏

昌
、
中
谷
一
馬
、
堀
内
詔
子
、

森
田
俊
和
、
山
口
俊
一

《
参
議
院
議
員
》

足
立
敏
之
、
上
田
清
司
、
太
田

房
江
、
佐
藤
信
秋
、
新
妻
秀

規
、
室
井
邦
彦
、
元
榮
太
一
郎

（
敬
称
略
）

主
催
団
体
挨
拶

古
賀
　
誠
全
国
道
路
利
用
者
会
議

会
長

来
賓
紹
介

「新たな日常」を実現し、地方創生・国土強靱化の推進を！
　

去
る
11
月
16
日
（
火
）
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、
全
国
道
路
利
用
者
会
議
、
道
路

整
備
促
進
期
成
同
盟
会
全
国
協
議
会
、
全
国
高
速
道
路
建
設
協
議
会
、
全
国
街
路
事
業
促
進
協
議

会
の
四
団
体
共
催
に
よ
る
「
安
全
・
安
心
の
道
づ
く
り
を
求
め
る
全
国
大
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

全
国
各
地
か
ら
地
方
自
治
体
関
係
者
や
ユ
ー
ザ
ー
関
係
者
ら
約
１
，
２
０
０
名
が
参
加
し
、
斉

藤
鉄
夫
国
土
交
通
大
臣
、
中
根
一
幸
衆
議
院
国
土
交
通
委
員
長
、
斎
藤
嘉
隆
参
議
院
国
土
交
通
委

員
長
な
ど
の
来
賓
が
多
数
出
席
し
た
。


